
第
三
条
第
一
項

保
険
価
額
の
合
計
額
が

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四

号
）
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
経
済
金

融
活
性
化
関
連
保
証
（
以
下
「
経
済
金
融
活
性
化
関

連
保
証
」
と
い
う
。）に
係
る
保
険
関
係
の
保
険
価
額

の
合
計
額
と
そ
の
他
の
保
険
関
係
の
保
険
価
額
の
合

計
額
と
が
そ
れ
ぞ
れ

第
三
条
の
二
第
一
項

保
険
価
額
の
合
計
額
が

経
済
金
融
活
性
化
関
連
保
証
に
係
る
保
険
関
係
の
保

険
価
額
の
合
計
額
と
そ
の
他
の
保
険
関
係
の
保
険
価

額
の
合
計
額
と
が
そ
れ
ぞ
れ

第
三
条
の
二
第
三
項

当
該
借
入
金
の
額
の
う
ち

経
済
金
融
活
性
化
関
連
保
証
及
び
そ
の
他
の
保
証
ご

と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
借
入
金
の
額
の
う
ち

当
該
債
務
者

経
済
金
融
活
性
化
関
連
保
証
及
び
そ
の
他
の
保
証
ご

と
に
、
当
該
債
務
者

令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
五
十
六
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例
）

第
五
十
六
条
の
二

普
通
保
険
又
は
無
担
保
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
経
済
金
融
活
性
化
関
連
保
証
（
中
小
企

業
信
用
保
険
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
債
務
の
保
証
で
あ
っ
て
、
認
定
経
済
金
融

活
性
化
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
経
済
金
融
活
性
化
措
置
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
又
は
認
定
特
定
経
済

金
融
活
性
化
事
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
資
金
に
係
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
た

中
小
企
業
者
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
三
章
第
八
節
中
第
六
十
六
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
資
金
の
確
保
等
）

第
六
十
五
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
の
中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
に
必
要
な
資
金
の
確
保
そ
の
他
の
援

助
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
等
の
援
助
）

第
六
十
六
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
の
特
性
に
即
し
た
中
小
企
業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
中
小
企
業

者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
援
助
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
十
七
条
か
ら
第
七
十
一
条
ま
で
を
削
り
、
第
六
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
手
続
に
係
る
負
担
の
軽
減
）

第
六
十
七
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
実
施

に
際
し
て
必
要
と
な
る
手
続
に
つ
い
て
簡
素
化
又
は
合
理
化
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
中
小
企
業
者

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
二
条
を
削
る
。

第
七
十
三
条
中
「
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
新
た
に

事
業
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
者
、
事
業
を
開
始
し
た
日
以
後
五
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
」
を
「
新
た
な
事
業
を
行

う
者
」
に
改
め
、
第
三
章
第
九
節
中
同
条
を
第
六
十
八
条
と
す
る
。

第
七
十
四
条
中
「
第
七
十
三
条
第
一
号
」
を
「
第
六
十
八
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
九
条
と
す
る
。

第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で
を
削
り
、
第
四
章
中
第
七
十
八
条
を
第
七
十
条
と
し
、
第
七
十
九
条
か
ら
第

八
十
三
条
ま
で
を
八
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
八
十
三
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
の
振
興
に
資
す
る
多
様
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
に
関
す
る

施
策
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
三
条
の
二
を
第
七
十
六
条
と
す
る
。

第
八
十
四
条
中
「
伝
承
さ
れ
て
き
た
」
の
下
に
「
多
様
な
」
を
、「
活
用
」
の
下
に
「
並
び
に
当
該
文
化
的
所
産
の

担
い
手
の
育
成
」
を
加
え
、
第
五
章
中
同
条
を
第
七
十
七
条
と
し
、
第
八
十
四
条
の
二
を
第
七
十
八
条
と
す
る
。

第
八
十
四
条
の
三
の
見
出
し
を「（
自
然
環
境
の
保
全
等
）」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
（
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
年
法
律
第
百
十
七
号
）第
二
条
の
二
に
規
定
す
る
脱
炭
素
社
会
を
い
う
。）の
実
現
に
資
す
る
た
め
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
の
促
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
の
充
実
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

第
八
十
四
条
の
三
を
第
七
十
九
条
と
す
る
。

第
八
十
四
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
沖
縄
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
よ
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
の
教
育
に
関
す
る
支
援
及
び
生
活
の
安
定
に
資
す
る
た
め

の
支
援
、
貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
職
業
生
活
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
た
め
の
就
労
の
支
援
、

貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る
経
済
的
支
援
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
担
う
べ
き
人
材
の
育
成
及
び
確
保

そ
の
他
の
必
要
な
施
策
の
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

普
通
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
経
済
金
融
活
性
化
関
連
保
証
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
信
用
保

険
法
第
三
条
第
二
項
及
び
第
五
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
七
十
」
と
あ
り
、
及
び
同
条

中
「
百
分
の
七
十
（
無
担
保
保
険
、
特
別
小
口
保
険
、
流
動
資
産
担
保
保
険
、
公
害
防
止
保
険
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
保
険
、
海
外
投
資
関
係
保
険
、
新
事
業
開
拓
保
険
、
事
業
再
生
保
険
及
び
特
定
社
債
保
険
に
あ
つ
て
は
、
百
分

の
八
十
）」と
あ
る
の
は
、「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。

３

普
通
保
険
又
は
無
担
保
保
険
の
保
険
関
係
で
あ
っ
て
、
経
済
金
融
活
性
化
関
連
保
証
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
の

保
険
料
の
額
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険
金
額
に
年
百
分
の
二
以
内
に
お

い
て
政
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
の
特
例
）

第
五
十
六
条
の
三

中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
は
、
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
第
五
条
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

中
小
企
業
者
が
認
定
経
済
金
融
活
性
化
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
経
済
金
融
活
性
化
措
置
を
実
施
し
、
又
は

認
定
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
を
営
む
た
め
に
資
本
金
の
額
が
三
億
円
を
超
え
る
株
式
会
社
を
設
立
す
る
際

に
発
行
す
る
株
式
の
引
受
け
及
び
当
該
引
受
け
に
係
る
株
式
の
保
有

二

中
小
企
業
者
の
う
ち
資
本
金
の
額
が
三
億
円
を
超
え
る
株
式
会
社
が
認
定
経
済
金
融
活
性
化
措
置
実
施
計
画

に
従
っ
て
経
済
金
融
活
性
化
措
置
を
実
施
し
、
又
は
認
定
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
を
営
む
た
め
に
必
要
と

す
る
資
金
の
調
達
を
図
る
た
め
に
発
行
す
る
株
式
、
新
株
予
約
権
（
新
株
予
約
権
付
社
債
に
付
さ
れ
た
も
の
を

除
く
。）又
は
新
株
予
約
権
付
社
債
等
の
引
受
け
及
び
当
該
引
受
け
に
係
る
株
式
、
新
株
予
約
権
（
そ
の
行
使
に

よ
り
発
行
さ
れ
、
又
は
移
転
さ
れ
た
株
式
を
含
む
。）又
は
新
株
予
約
権
付
社
債
等
（
新
株
予
約
権
付
社
債
等
に

付
さ
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
発
行
さ
れ
、
又
は
移
転
さ
れ
た
株
式
を
含
む
。）の
保
有

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
は
、
中
小
企
業
投
資
育
成
株
式
会
社
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
と
み
な
す
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
に
お
い
て
」
の
下
に「
認
定
経
済
金
融
活
性
化
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
」を
加
え
、「
法

人
」
を
「
認
定
事
業
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
法
人
の
認
定
経
済
金
融
活
性

化
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特
定
経
済
金
融
活
性
化
産
業
に
属
す
る
事
業
」
を
「
認
定
法
人
の
認
定
特
定
経
済
金
融
活
性

化
事
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
認
定
経
済
金
融
活
性
化
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特
定
経
済
金
融
活
性
化
産
業
に
属
す

る
事
業
」
を
「
特
定
経
済
金
融
活
性
化
事
業
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
中
「
区
域
内
に
お
い
て
」
の
下
に「
認
定
経
済
金
融
活
性
化
措
置
実
施
計
画
に
従
っ
て
」を
加
え
、「
増

設
し
た
者
」
を
「
増
設
し
た
認
定
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
六
十
四
条
を
削
る
。

第
六
十
五
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
と
し
、
同
条
を
第
六
十
四
条
と
す
る
。
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